
海 道 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 旭 川 駅 か ら 、 北 海 道 最 北 の 終

着 駅 稚 内 を 結 ぶ 日 本 最 北 の 鉄 道 が 「 宗 谷 本 線 」 で あ る 。 北

海 道 最 北 端 の 岬 が 宗 谷 岬 で 、 稚 内 市 な ど 北 海 道 の 北 端 部 分 が 宗 谷

半 島 、 宗 谷 地 方 と い う こ と か ら 宗 谷 本 線 と 命 名 さ れ た 。

旭 川 駅 を 発 車 し た 列 車 は 、 ピ ッ プ エ レ キ バ ン の C M で 一 躍 有 名 に

な っ た 比 布 （ ぴ っ ぷ ） 駅 を 過 ぎ る と 、 や が て 車 窓 風 景 は 広 大 な 雪 原

か ら 森 林 地 帯 に 変 化 す る 。 列 車 の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン が 、 ギ ア を

ト ッ プ か ら セ カ ン ド に シ フ ト ダ ウ ン し た か の よ う な 苦 し げ な 唸 り

を 発 す る 。 塩 狩 峠 越 え の 急 峻 な 上 り 勾 配 に さ し か か っ た の だ 。 塩

狩 峠 と は 、 天 塩 地 方 と 石 狩 地 方 と を 分 か つ こ と か ら 名 付 け ら れ た

国 境 の 峠 で あ る 。 今 朝 降 っ た 新 雪 が 、 針 葉 樹 の 枝 葉 を 白 一 色 に 染

め 、 あ た か も 白 い 花 を 咲 か せ た か の よ う に 美 し い 。

け れ ど も 、 こ の 峠 に は 、 列 車 の 暴 走 事 故 を 自 ら の 身 を 挺 し て 食 い

止 め た 、 若 き 鉄 道 員 の 悲 話 が あ る 。 三 浦 綾 子 の 小 説 『 塩 狩 峠 』 の 主

人 公 の モ デ ル と な っ た 長 野 政 雄 氏 が ま さ に そ の 鉄 道 員 だ が 、 事 故

当 日 が 当 人 の 晴 れ の 結 納 の 日 だ っ た の も 、 運 命 と し か 言 い よ う の

な い 悲 し い 話 で は あ る 。 毎 年 、 命 日 に 当 た る 2 月 2 8 日 に は 塩 狩 峠

で 慰 霊 祭 が 営 ま れ る 。 事 故 が あ っ た の は 明 治 4 2 年 の こ と 、 1 1 6 年

も の 歳 月 を 経 て 今 も な お 、 人 々 の 心 の 中 に 生 き 続 け る 長 野 政 雄 鉄

道 員 な の で あ る 。

塩 狩 駅 を 過 ぎ 、 列 車 は さ ら に 北 へ 北 へ と 向 か う 。 美 深 は マ イ ナ ス

4 1 .5 度 を 記 録 し た 、 北 海 道 で も 一 、 二 を 争 う 寒 冷 地 。 北 限 の 蕎 麦

の 音 威 子 府 （ お と い ね っ ぷ ） 、 ト ナ カ イ 観 光 牧 場 が あ る 幌 延 （ ほ ろ

の べ ） 、 そ し て サ ロ ベ ツ 原 野 を 走 り 抜 け 、 稚 内 に 到 着 。 北 緯 4 5 度

2 5 分 0 3 秒 、 日 本 最 北 端 の 駅 で あ る 。

宗 谷 本 線 沿 線 で お 薦 め の 宿 は 「 塩 狩 ヒ ュ ッ テ ユ ー ス ホ ス テ ル 」 で 決

ま り ！ 場 所 は 塩 狩 駅 か ら 徒 歩 2 分 ！ 山 小 屋 ス タ イ ル の 快 適 な ユ ー

ス ホ ス テ ル だ 。

鉄 道 写 真 家  櫻 井 寛

1 9 5 4 年 長 野 県 生 ま れ 。 鉄 道 員 を 目 指 し 昭 和 鉄 道 高 校 に 入 学 し た が 、 在 学 中 に 鉄 道 写 真 の

魅 力 に と り つ か れ 写 真 家 に 転 向 、 日 本 大 学 芸 術 学 部 写 真 学 科 卒 。 出 版 社 写 真 部 に 1 5 年 間

勤 務 。9 0 年 に フ ォ ト ジ ャ ー ナ リ ス ト と し て 独 立 し 、 今 日 に 至 る 。9 3 年 、 航 空 機 を 使 わ ず 陸

路 ・ 海 路 の み で 8 8 日 間 世 界 一 周 。9 4 年 『 鉄 道 世 界 夢 紀 行 』 で 交 通 図 書 賞 受 賞 。 旅 し た 国 は

9 5 ヵ 国 、 渡 航 回 数 は 2 5 0 回 超 。 写 真 集 『 列 車 で 行 こ う ！ T h e R ail w a y W o rl d 』（ 世 界 文 化 社

刊 ） な ど 著 書 多 数 。 日 本 写 真 家 協 会 、 日 本 旅 行 作 家 協 会 会 員 。 東 京 交 通 短 期 大 学 客 員 教 授 。

第 4 回 「 宗 谷 本 線 」 で 行 こ う ！
連 載

列 車 で 行 こ う ！  

鉄 道 写 真 家 櫻 井 寛

L et' s g o b y tr ai n! 

R ail w a y- P h ot o gr a p h er K a n S a k ur ai

北

1 6 1 7



こ ど も は お と な に 。

お と な は こ ど も に 、

な れ る 場 所 。

日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 は 日 本 国 内 に ユ ー ス ホ ス テ ル を 設 置 ・ 運 営 す る と

共 に 、 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル 連 盟 （ H o s t elli n g I n t e r n a ti o n al ） や 各 国 の ユ ー ス

ホ ス テ ル 協 会 と 協 調 し 、 知 見 を 広 め る 「 旅 」 を 促 進 す る 活 動 を 行 っ て い ま す 。

v ol. 4 0

C o v er I nt er vi e w

奥 田 い ろ は ( 乃 木 坂 4 6)

一 瞬 の 美 し さ を 残 し て 、

消 え て し ま う も の だ か ら

H o st elli n g M a g a zi n e
×  地 球 の 歩 き 方

ベ ル リ ン の 壁 崩 壊 か ら 3 5 年

ベ ル リ ン の 今 を 歩 く 　

H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 4 0

ま と め て ダ ウ ン ロ ー ド

松 鳥 む う の

晴 れ と き ど き 旅 び よ り

鉄 道 写 真 家 櫻 井 寛

「 列 車 で 行 こ う ！ 」  　

P. 0 2 P. 0 8

P. 1 2 P. 1 6

P. 1 8

Y H- G UI D E  
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

和 歌 山 県 / 岡 山 県 / 広 島 県

山 口 県 / 徳 島 県 / 香 川 県

愛 媛 県 / 高 知 県 / 佐 賀 県

熊 本 県 / 大 分 県 / 宮 崎 県

鹿 児 島 県 / 沖 縄 県

P. 2 0

※ 本 誌 の 情 報 は 2 0 2 5 年 2 月 1 0 日 現 在 の も の で す 。 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 お 出 か け の 前 に 現 地 に お 確 か め く だ さ い 。

発 行 所 一 般 財 団 法 人 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 　 編 集 ・ 発 行 人 寺 島 眞

T E L. （ 0 3 ）5 7 3 8- 0 5 4 6 　 〒 1 5 1- 0 0 5 2 東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 神 園 町 3- 1 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー 内

※ 本 誌 掲 載 記 事 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。

Y o ut h H o st el Pi c k u p

自 然 の 森
M. G. ユ ー ス ホ ス テ ル
人 を 慕 い 、 人 が 集 い 、 歴 史 を 紡 ぐ

平 和 へ の 思 い が 生 ん だ ユ ー ス ホ ス テ ル
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